
宮
城
。円
福
寺
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
官
城
県
官
城
郡
松
島
町
松
島
字
町
内

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
三
月
ぞ
四
月
、
五
月
を
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
宮
城
県
文
化
財
保
護
課

・
瑞
巌
寺

４
　
調
査
担
当
者
　
後
藤
勝
彦

。
新
野

一
浩

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
三
一世
紀
中
頃
！

一
四
世
紀
末

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

円
福
寺
遺
跡
は
、
塩
釜
市
衛
地
の
北
東
約
七
�
、
松
島
湾
の
北
西
部
に
位
置

す
る
。
遺
跡
の
立
地
は
、
北
西
か
ら
南
東
に
向
か
っ
て
伸
び
る
谷
の
開
口
部
に

あ

っ
た
が
、
中
世
に
存
在
し
た
円
福
寺
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
基
壇
な
ど
の
遺

構
と
多
量
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
。
し
か
し
、
遺
構
の
年
代
を
示
す
資
料
が
な

い
う
え
、
円
福
寺
に
関
す
る
文
献
も
少
な
い
た
め
、
詳
細
な
年
代
は
判
然
と
し

な
い
が
、　
三
二
世
紀
中
頃
か
ら

一
四
世
紀
末
と
思
わ
れ
る
。

遺
物
は
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
に
約

一
〇
〇
箱
ほ
ど
で
あ
る
。
瓦
が
最
も
多
く
、

次
い
で
国
産
陶
器
（瀬
戸
・
常
滑
。
地
元
産
）
。
木
製
品
、
ま
た
者
千
の
輸
入
青
磁

片
も
出
上
し
た
。
瓦
や
陶
器
は
火
災
後
に
行
な
わ
れ
た
整
地
の
土
に
大
量
に
合

ま
れ
て
い
た
が
、
木
製
品
は
自
然
堆
積
層
中
に
あ
り
、
保
存
状
態
は
き
わ
め
て

よ
い
。
ほ
と
ん
ど
が
箸

。
木
匙

。
曲
物

・
折
敷

。
漆
器
な
ど
の
日
用
品
で
、
珠

数
玉

・
舟
形
な
ど
の
信
仰
に
関
わ
る
も
の
は
非
常
に
少
な
い
。

木
簡
は

一
点
の
み
出
土
。
遺
構
に
伴
う
状
況
で
は
な
く
、
大
量
の
木
製
品
を

含
む
自
然
堆
積
層
か
ら
、
箸

・
櫛

・
漆
器

。
木
匙

。
下
駄

・
削
暦
等
と
と
も
に

出
上
し
た
。

往∬】鄭的ヽ
麟【ぱ伸、」麟ゃ悟　　ｍぁ脱鶴鞠陣靭判で、標高四

囀悔博多ポ　　巌剖嚇時韓動や爛蜂嫌一瑞

(松 島)

と
宝
物
館
新
館
建
設
に
伴
う
事

前
調
査
で
、
宮
城
県
文
化
財
保

護
課
の
指
導
を
受
け
、
瑞
巌
寺

が
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
非

常
に
限
ら
れ
た
範
囲
の
調
査
で



1991年出上の木簡

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪
　
回
□
□

木
簡
は
上
下
を
欠
失
す
る
。
文
字
は
に
じ
ん
だ
よ
う
に
み
え
、
赤
外
線
を
あ

て
て
み
た
も
の
の
判
読
は
で
き
な
か
っ
た
。

９
　
関
係
文
献

瑞
巌
寺
博
物
館

『
円
福
寺
遺
跡
事
前
発
掘
調
査
報
告
書
』
全
九
九
二
年
）

（新
野
一
浩
）

（
『
ｏ
）
×
中
∞
×
ψ
　
Ｏ
∞
ド




